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1.は じめ に
14.1Tの高磁場で測定す る高分解能 固体NMRの感度を、動的核分極法(DNP)で飛躍 的に向上 させ
る ことができる。これ によ り感度 だけでな く分解能も向上 し、広 い対象にNMR解析法 を適用できる
よ うになる。本共同研究 によ り、600MHzDNP-NMR用光源 と して最適化 されたモー ド変換器内蔵 ジ
ャイロ トロンを開発 し、ガウシア ンモー ド出力のハ ン ドリング技術の研究を行 った。また、周波数
可変 ジャイ ロ トロンのDNP-NMRでの最適化を検討 した。
2.実 験 方法
周 波 数 可 変 ジ ャイ ロ トロ ンFUCW-VIおよび モー ドコ ンバ ー タ付 き ジ ャイ ロ トロ ンFUCW-GIIをDNP
実 験 の 光源 と して395GHzのサ ブ ミ リ波 を発 振 させ て実 験 を行 った 。 このた め に発 振 周 波 数測 定 と
出 力測 定 を行 った 。DNP-NMR測定 で は600MHzの1H-NMR測定 を大 阪大 学 蛋 白研 で 行 った。
3.結 果 と考察
周 波 数 可 変 ジ ャイ ロ トロ ンFUCW-VIにつ い て は、局 所 的 に ジ ャ イ ロ トロン管 が 発 熱 し真 空度 が 低
下 した 。 この ため 、既 存 キ ャ ビテ ィー を利用 して新 た な ジ ャイ ロ トロ ン管 を製 作 し,DNP-NMR用の
周 波 数 連続 可 変 光 源 と して利 用 で き る こ とを確 認 した 。 この ジ ャ イ ロ トロン に よ り、DNP条件 を容
易 に最 適 化 で き る こ とが 実 証 で き た。また 、ジ ャイ ロ トロンFUCW-GIIは393.5GHzで発 振 で きた が 、
電子 銃 電 圧 を変 え る こ とで600MHzNMRで必 要 な394.5GHzで発振 させ るよ う条 件 を最 適 化 す る こと
が で きた 。
4.ま とめ
福井大学遠赤外領域研究開発 センターで開発 され たジャイ ロ トロンが高磁場でのDNP-NMR実験の
高度 な最適化や感度向上 に有用であることがわか った。今後 、この成果 を発展 させて,よ り高 いNMR
信号感度 と分解能が期待で きる460GHz/700MHzのDNP-NMR装置を製作する技術基盤を確立する こと
ができた。
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